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要 旨   
目的： 
早期乳がん患者における、乳がん診断後の飲酒とその後の再発、死亡との関連を明らか

にする。 
方法： 
対象患者は、Kaiser Permanente Northern California 癌登録で 1997-2000 年に早期乳

がんを診断され、診断後平均 2 年後に採用された、LACE 研究参加者 1897 人である。飲酒

（ワイン、ビール、リカー）は頻度法食事調査により追跡開始時に調査された。ほかの予

後因子を調整したハザード比(HR)と 95%CI を Cox 比例ハザードモデルにて算出した。 
結果： 
平均 7.4 年の追跡期間中に 293 例の乳がん再発および 273 例の総死亡を認めた。958 人

(51%)が飲酒者（アルコール 0.5g/日以上）であり、大部分がワインを飲んでいた（89%）。

非飲酒者に比べ 6g/日以上の飲酒者では、乳がん再発リスク（HR 1.35, 95%CI: 1.00, 1.83）
と乳がん死亡リスク（HR 1.51, 95%CI: 1.00, 2.29）が上昇した。乳がん再発リスク上昇は

閉経後女性（HR 1.51, 95%CI: 1.05, 2.19）および過体重・肥満女性（HR 1.60, 95%CI: 1.08, 
2.38）で強かった。飲酒は総死亡リスクとは関連せず、乳がん以外の死亡リスクは低下させ

る可能性があった。 
結論： 
乳がん診断後の週 3－4 drink 以上の飲酒は、特に閉経後女性と過体重・肥満女性におい

て乳がん再発リスクを上昇させることが示唆された。しかし、アルコールによる循環器予

防効果も示唆された。 

 




